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小児期の血圧の年次推移を観察することは、将来の高血圧や心血管疾患発症の動向を予測

する際に重要である。そこで本研究は、日本人学童・生徒における血圧の年次推移につい

て体格別に検討した。対象者は、埼玉県伊奈町にて実施された小児生活習慣病予防検診を

受診したすべての小学 4 年生（小 4、1994～2010 年）および中学 1 年生（中 1、1997～2010
年）10894 人とした。検診の実施に際しては、あらかじめ対象者および保護者から書面に

よる同意を得た。同検診において、身長、体重、血圧を測定した。体格は、Body Mass Index
を算出し、Centers for Disease Control and Prevention の基準に従って、「非過体重・非肥

満」「過体重」「肥満」に分類した。解析は、血圧を従属変数、西暦を独立変数として直線

回帰分析を行った。収縮期血圧の年次推移は、小 4 および中 1 とも、性別にかかわらず有

意な減少傾向を示した。（小 4 男児：-0.350、女児：-0.513、中 1 男児：-0.434、女児：

-0.473mmHg/年）（すべての P 値＜ 0.001）。体格別の解析においても、小 4 および中 1 男

児では体格に関係なく収縮期血圧は減少傾向を示した。拡張期血圧は、小 4 では性・体格

に関係なく有意な減少傾向を示したが、中 1 では男児の過体重群、肥満群および女児の肥

満群において有意な減少傾向は認めなかった。過去 17 年間、小 4 では性・体格に関係なく

血圧は減少傾向を示した。しかし、中 1 では、体格別に検討した場合、肥満群において血

圧の年次推移に有意な傾向は認められなかった。 
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